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東海環状自動車道は、名古屋市を中心に濃尾平野の周囲半径約30～40km圏に位置する

愛知・岐阜・三重3県の各都市を環状に連結し、新東名・新名神高速道路や東名・名神

高速道路、中央自動車道、東海北陸自動車道と一体となって、広域的なネットワークを

形成する高規格幹線道路です。 

新名神高速道路は、名古屋市を起点に神戸市に至る全長174kmの高速自動車国道です。

当路線は新東名高速道路と一体となって、三大都市圏を相互に結び、人の交流と物流を

支える大動脈として日本経済を牽引するとともに、東名・名神高速道路の代替機能を果

たすうえで不可欠な路線です。 

 

東海環状自動車道のこれまでに開通した区間 

  2005年3月19日：豊田
と よ た

東
ひがし

JCT～美濃関
み の せ き

JCT 開通 

2009年4月18日：美濃関
み の せ き

JCT～関
せき

広見
ひ ろ み

IC  開通 

2012年9月15日：大垣
おおがき

西
にし

IC ～養老
ようろう

JCT  開通 

     

   新名神高速道路のこれまでに開通した区間 

    2008年2月23日：亀山
かめやま

JCT～草津
く さ つ

田上
たなかみ

IC  開通 

位置図 

東員 IC 

新四日市 JCT 

※図中の（）は工事中仮称 


